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12月 定例会 (1)

開 催 日 時 令和 4年 12月 15日 (木) 15時 00分

開 催 場 所 県庁行政棟 「教育委員会室」

1開   会

2 前回会議録の承認

3 教育長報告

4議   案

○ 第 21号議案

長崎県立中学校入学者選抜について

5報 と
口

(1)高校生の活躍について

(2)令和 5年度公立高等学校進学希望状況調査 (第 2回)の結果について

(3)令和 5年度公立小 。中学校管理職員選考試験の結果について

(4)研修履歴を活用 した対話に基づく受講奨励について

(高校教育課)

(高校教育課)

(県立学校改革推進室)

(義務教育課)

(義務教育課)



第 21号議案

(高校教育課)

長崎県立中学校入学者選抜について

(提案理由)

これまで高い教育効果を実現する観点から「男女同数」としてきたが、近年の

志願状況を踏まえ、男女を区別せず適性や能力を重視 した選抜を実施することと

した。一方で著しい男女数の不均衡は、教育効果を損ないかねないため、当面の

間は条件付きとする。   ィ   ・

(内 容)

募集定員については「男女同数」の規定を撤廃する。但し、募集定員に対する

男女の割合は、そのいずれかが60パーセントを超えないものとする。

(適 用)

令和 6年度 長崎県立中学校入学者選抜から

(参 考)

1 全国の状況

都道府県立中学校の定員の男女

長埼県教育庁高校教育課調べ

2 令和 4年度の 崎県立中学校への志 数と倍率

3 男女数が不均衡になつた場合の教育活動の変化
グループ活動では男女が不均衡な編成となるため教育効果が十分に得られなか

つたり、存続が危ぶまれる部活動が出てくるなどの影響が考えられる。

【学級 (40名 )で 8班を編成した場合の男女比】     '
男2名女3名 男1名 女4名

学級の男女比が 4:6 8班

学級の男女比が 3:7 4班 4班

3 4 E
募集定員 (男女比)の記載

学校数 (割合 ) 学校数 (割合 )

男女比についての記載な し 64校  (59.8%) 74専竜 (64.911)

男女同数 (長崎県を含む ) 28 2%) 20 17.

男女同数程度 12 17 }

一方が 60%を超 えない 3 3校 i2.6

1100.09る |

114合  計 107校 |

郵
中学校名 募集定員

男子 女 子 合 計 令和 4年度 令和3年度

長崎東 120 118 161 279 2. 3 2. 7

佐世保北 120 154 146 300 2. 5 2.4

諌早附属 120 126 154 280 2. 3 2. 4

合計 360 398 461 859 2. 4 2. 5

-1-



報 告 事 項 (1)
高 校 教 育 課

件  名 高校生の活躍について

概  要 1 諫早農業高等学校

(1)大会名等  第 73回 日本学校農業クラブ全国大会北陸大会

(主催 :日 本学校農業クラブ連盟、全国農業高等学校長会)

日程  10月 26日 ～27日
会場 プロジェクト発表 (富山県高岡市)

農業鑑定競技 (福井県福井市)

(2)成績

○プロジェクト発表Ⅱ類 (開発・保全・創造)最優秀賞、文部科学大臣賞

受賞者 食品科学部

普凸美獲
神尾 リヒ香

もりした

森下
されヽ

坂
た

田

貴碁 学尋在蔀 壁テ歳霙施 緒撫蕩勢
術 葉凸湊羨 哲米讐羨 鉄米郭桑

出場者 全国の各ブロック大会を勝ち抜いた9チーム

○農業鑑定競技 (農業土木)最優秀賞
いわなが そう た

受賞者 農業土木科 3年 岩永 颯太

出場者 各都道府県を代表して出場した61名

(3)内容

①プロジエクト発表Ⅱ類 (開発・録全・創造に関する研究)

テーマ「放置竹林の問題解決法 ～新しいきのこ栽培技術の確立

と普及～」

放置竹林の竹をパウダー化し、このパウダーを用いた「きのこの菌床

栽培法」を確立。現在、ホクト株式会社を含む全国15道府県の企業・

農園で試験栽培が進行中で、今後は栽培するきのこの種類を増やすとと

もに、菌床栽培技術の更なる普及 ,促進を目指している。

②農業鑑定競技 (農業土木)

農業に関する知識 e技術を問う40問を1問 20秒 (終盤の2問のみ
40秒の計算問題が出題)で解答する。

高い知識力と素早い判断力に加えt日 頃の学習に対して、地道に粘り

強く取り組む姿勢が求められる。



2 長崎工業高等学校・大村工業高等学校

(1)勇

3遷帝買禁筵畠塞買基笞呈望吾塞事議
」

( 2)成  績
電子回路組立部門 優勝 I厚生労働大臣賞

長崎工業高等学校 情報技術科 3年 坂本 寛弥

自動車整備部門  準優勝

長崎工業高等学校 機械科 3年 高尾 翔本

木材加工部Fヨ   準優勝
長崎工業高等学校 建築科 2年 糸山 琉児

化学分析部門   準優勝

大村工業高等学校 化学工学科 3年 岡橋 凛弥

(3)内 容 等
大会日程 111月 12日

～
13日

大会会場:暮
吾員垂科雲調季議乗獲要言覇驚盤繕郭:;

富山市民プラザ (本材加工部門)

新潟薬科大学 (化学分析部門)

競技課題 :(電子回路組立部門):制
御プログラムの作成

漕艶釜墨驀察詩行
ョ海変恣轟嘗讐磐窪嘉二毒発誤とせる故障探究作業を作業多

(木材加工部門)

_ __配 布された本オ料を使用し、_仕様および課題図に従つて

賽花學客癖詠杏Wヽ
)尋曇毎業

々
i:堪曇干再写々し,1及びキレート滴定法によし

マグネシウムの定量を行うことで、試料水中の各硬度を求め
測定結果報告書を提出する。

出場者:各碧腎歩B3チ隻懇発権盆丞後婆丞綜牲薙健退元た生徒。
ただし、:推薦できる人数は各 1名。

―

そ の 他 :7部門で開催
旋盤作業、自動車整備、電気工事、電子回路組立、

(柴貫傘哲洗盆搾望干当劃曇整備、電気工事、電子回路組立、

化学分析、本材加工に出場)
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報 告 事 項 (2)
県立学校改革推進室

件  名 令和 5年度公立高等学校進学希望状況調査 (第 2回)の結果について

概  要 1 調査目的

中学校卒業予定者の各公立高等学校別 P学科別の進学希望状況を集約

し、中学校において適正な進路指導を図るための基礎資料を提供する。

2 調査日 令和 4年 11月 1日 現在

3 調査対象者数  11, 980人 (昨年 11月 調査 12,065人 )

県内中学校 3年生及び特別支援学校中学部 3年生

4 調査結果

(1)進学希望者数 11, 814人 (昨年 11月 調査 11,893人 )

高等学校 (全 日制、定時制、通信制)、 高等専門学校、

特別支援学校高等部

(2)進学希望率    98,6%(昨 年 11月 調査 98.6%)

※未定者 117人 (調査対象者に占める割合 :1.0%)

(3)県内公立高等学校入の課程別進学希望倍率 〔進学希望者数/募集定員〕

①全日制課程   0. 88倍 〔 7, 819人/ 8, 880人 〕

(昨年 11月調査0.89倍 〔 7,981人 / 8,920人〕)

(※ 1倍を上回つている公立高校の割合 :27.3%(15校/55校))

②定時制課程  0.26倍 〔   143人 /   560人 〕

(昨年 11月 調査0.25倍 〔  139人/  560人〕)

③通信制課程  0,12倍 〔    73人 /   600人 〕

(昨年 11月 調査0.11倍 〔  63人/  600人〕)   ―

(4)各公立高等学校 。学科別の進学希望状況  ,
別添資料のとおり｀
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(5)詳細データ

①進学希望倍率の高い学科 (コ ース含む)(上位 10学科)

順位
4 11

高′瞳鬼 学科名 倍率

1 佐世保工業 土木 1170倍

2 長崎西 普通 (理系コース) 1.69倍

3 大村工業 建築 1,65倍

4 長崎工業 情報技術 1.63倍

5 長崎商業 総合ビジネス 1.51倍
6 諫早農業 農業土木 1.48倍

7 長崎工業 インテジア 1.48倍

8 長崎工業 機械 1.43倍

9 長崎工業 建築 1.43倍

10 佐世保工業 建築 1.43倍

②進学希望倍率の高い学校 (上位10校 )

順位
4 11

高校名 倍 率

1 長崎東 1.37倍
2 長崎商業 1.27倍
3 長崎北 1.25倍
4 長崎西 1.24倍
5 諌早 1.23倍
6 長崎工業 1,23倍
7 佐世保工業 1.17倍
8 長崎北陽台 1.14倍
9 西陵 1,13倍
10 諒早農業 1.12倍

3 11

高校名 倍 率

諌早 1.42倍

長崎商業 1。 34倍

長崎北 1.28倍

長崎西 1.25倍

長崎北陽台 1.17倍
佐世保北 1.17倍
佐世保西 1.15倍
長崎工業 1,15倍
諫早農業 1.14倍
西陵 1.10倍
諫早商業 1。 10倍
五島海陽 1.10倍

③進学希望倍率の高い普通科 (ヨ ース含む)(上位5学科)

蕩

3 11
高糖名 学科名 倍 率

長崎工業 情報技術 2.03倍
長崎西 普通 (理系コース) 1.80倍

諫早農業 動物科学 1.58倍

佐世保工業 建築 1.55倍

諫早商業 情報 1.50倍

諫早農業 食品科学 1.45倍

長崎工業 機械 1.43倍

諫早 普通 1.42倍

佐世保商業 情報マーケティング 1.40倍

大村工業 機械システム 1.38倍

順位
令 , 4 11 3 11

高構名 学科名 倍 率 高構名 学科鬼 倍 率

1 長崎西 普通 (理系コース) 1.69倍 長崎西 普通 (理系コース) 1.80倍

2 長崎東 普通・国際 1,37倍 諫早 普通 1,42倍

3 長崎北 普通 1.25倍 長崎北 普通 1,28倍

4 諫早 普通 1,23倍 長崎北陽台 普通 1.19倍
5 佐世保南 普通 1.16倍 佐世保北 普通 1.17倍
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④地域科学科 (R4設置)、 文理探究科 (R5設置)の状況

※文理探究の令和3年 11月 調査の数値は理教科の数値 (長崎北陽台、島原、大村、猶興館)

【参考】
R4文理探究科とR3理数科
合計の比較 (11月 調査)

文理探究科 (令和4年度11月 ) 理教科 (令和 3年度 11月 )

定員
①

希望者数
②

過不足
②―①

倍率

②/①

定員
①
希
琵豪
数
IB歪舌②/①

倍率

360 377 17 1.05 160 1051 △ 55 0.66

希望者教

R4-R3

272

(6)その他

①結果については、令和4年 11月 17日 に公表。長崎県教育庁総務
課公立高校・県立中学校入学情報ホームページに掲載

(https:〃wwwopreinagasaki.jp/bunrui′ kanko‐ kyoikuttbunka′

shochukorsOh。。巧OhO′Singakukibour)                l

○別添資料のうち、長崎東 "佐世録北・諫早高等学校の進学希望状況に
ついては、それぞれ併設する県立中学校以外からの進学希望者を対象
とした数を示している。

令和4年度 11月調査 (A) 令和 3年度 11月 調査 (B) 希望者数

(A)― (B)
過不足 倍率学校名 学科名 定員

∩

需堅考荻
の

過不足
の _∩ の ノ∩

倍率

80 35 △ 45 0,44 80 33 △ 47 0.41

40 20 △ 20 0.50 40 19 △ 21 0.48松浦

地域科学

学校計

商業

120 55 △ 65 0.46 120 52 △ 68 0.431

200 220 20 1.10 240 286 46 1.19

80 100 20 1.25 40 41 1 1.03

普通

学校計

文理裸

280 320 40 1.14 280 327 47 1,171 △ 7

160 186 26 1。 16 240 237 △ 3 0.99

80 78 △ 2 0.98佐世保南 文理裸究

学校計

通

240 264 24 1.10 240 237 △ 3 0.9911 27
160 110 △ 50 0,69 200 174 △ 26 0,87

80 72 △ 8 0.90 40 27 △ 13 0.68島原

通

文理探究

学校計 240 182 △ 58 0.76 240 201 △ 39 0.84H△ 19

200 179 △  2と 0.90 240 220 △ 20 0。 92

80 106 26 1.33 40 19 △ 21 0148

40 36 △ 4 0。 90 40 39 △ 1 0.98

文理採究
大村

学校計 320 321 1 1,00 320 278 △ 42 0.8711 43
120 54 △ 66 0.45 120 92 △ 28 0.77

40 21 △ 19 0.53 40 18 △ 22 0.45猶興館 文理探究

学校計 160 75 △ 85 0.47 160 110 △ 50 0.69‖ △ 35
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令和5年度 公立高等学校進学希望状況調査 (第 2回 )の結果について(調査日:令和4年 11月 1日 )

公立全 日 所管 :長崎県教育庁総務課

今年度7月

調査時倍率
前年度刊1月
調査時倍率 備考欄定員 進学希望者数

!過
不足 進学希望倍率学校名 学科名

59 1.37 1.55 0,99

併設する県立長崎東
中学校からの進学者
を含む定員は280

長崎東 普通日国際 160 219

２

　

５

　

７

１

　

５

　

６

1.06

1.69

1.07

1.83

1.03

1,80

２００

８０

２８０

212

135

347

長崎西 普通

普通 (理系コース)

【学校計】
1.10240 201 -39 0.84 0,88長崎南 普通

59 1.25 1.38 1.28長崎北 普通 240 299
０

０

０

２

２

４

■10

1.25

1.64

0.76

1.19

学科新設

２００

８０

２８０

220

100

320

長崎北陽台 普通

文理探究

【学校計】
1.16

0.98-

1.31

0.73

0.99

学科新設

‐６０

８０

２４０

‐８６

７８

２６４

６

　

２

　

４

２

　

一
　

２

佐世保南 普通

文理探究

【学校計】

1.14 1.17

併設する県立佐世保
北中学校からの進学

者を含む定員は240
120 110 -10 0.92佐世保北 普通

260 20 1,08 1.28 1.15佐世保西 普通 240

0.05 0.05 0,0840 2 -38宇久 普通
０

・
６９

０
，

９〇

　

一

囲
０・８‐　
一

0.87

学科新設

‐６０

８。

２４０

110

72

182

・
５０

・
８

・
５８

島原 普通

文理探究

【学校計】

1.23 1.54 1.42

併設する県立諌早高
等学校附属中学校か
らの進学者を含む定
員は280

160 197 37謀早 普通

1.10240 271 31 1.13 1.18西陵 普通

-40 0.50 0.40 0.38普通 80 40諫早東

1.06

0,84

0.95

0.92

0.98

学科新設

２００

８０

４０

３２。

179

106

36

321

・
２

２６

一

‐

0.90

1.33

0.90

大村 普通

文理探究

家政

【学校計】

0.77

学科新設

120

40

160

４

　

１

　

５

５

　

２

　

７

…66

-19

-85

0.45

0.53

0.47

0.43

猶興館 普通

文理探究

【学校計】
５

　

０

　

５

３

　

２

　

５

５

　

０

　

５

４

　

２

　

６

一　

　

一　

　

一

0.44

0.50

0.43

0.58
団
。・４８　
・

松浦 地域科学 (普通 )

商業  '
【学校計】

80

40

120

0,74

0.68

0.30

0.88

0.58

0.30

0.79

0.73

0,35

‐２０

４０

４０

２００

89

27

12

128

-31

-13

-28

-72

対馬 普通

商業

国際文化交流

【学校計】
0.4014 -26 0.35 0.28豊 玉 普通 40

-59 0.26 0,29i モo.38普通 80 21上対馬
0.89 0,98 0.98 離島留学160 143 -17督岐 普通

0.82

0.35

離島留学‐６０

４０

２００

94

32

126

-66

-8

-74

０
，

５９

０
・
８〇

　

一

0.68

0,73

五 島 普通

衛生看護

【学校計】
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令和5年度 公立高等学校進学希望状況調査 (第2回 )の結果について(調査日:令和4年 11月 1日 )

公立全 所管 :長崎県教育庁総務課

学校名 学科名 定員 進学希望者数 過不足 進学希望倍率
今年度7月
調査時借率

前年度1刊 月
調査時倍率 備考欄

五島南 普通 80 16 -64 0.20 0,18 0。28 離島留学

奈留 普通 40 5 -35 0.13 0.08 0.18 離島留学

大崎 普通 80 34 -46与 0.43 0.50 0.53

西彼杵 普通 80 23 -57 0.29 0,26 0.24

国見 普通 120 30 -90 0.25 0.28 0,32

小浜 普通

総合ビジネス

【学校計】

０

　

０

　

０

４

　

４

　

８

20

19

39

-20

-21

-41

０
・
５０

０
・
４８
　
・

０
・
５０

０
・
３３
　
・

０
・
８８

０
，
４３
　
・

口加 普通

福祉

普通(グロ=カルコース)

【学校計】

54

26

40

120

41

17

24

82

-13

-9

-16

-38

0,76

0,65

0.60

0.89

0.46

0.50

0.81

0.42

0.55

川棚 普通

生活総合

【学校計】

80

40

120

61

18

79

-19

-22

-41

0,76

0.45

０
，
６９

０
・
４３
　
・

0,78

0.68

波佐見 普通

美術ロエ芸

商業

【学校計】

60

20

40

120

45

15

15

75

・
‐５

・
５

・
２５

・
４５

0,75

0.75

0.38

0.77

0.90

0.23

０
・
５５

０
・
８５

０
・
３５

・

北松西 40 8 -32 0.20 0.18 0.30普通

-13

-19

-32

0.84

0.53

0,78

0.55

上五島 普通

電気情報

【学校計】

80

40

120

67

21

88

0146

0.45

中五島 普通 40 17 -23 0.43 0.38 0.43

40

40

40

120

７

９

４

０

２

２

２

８

-13

-11

-16

-40

0.68

0.73

0.60

0.83

0.58

0.53

0.90

0.50

0.48

島原農業 農業ビジネス

食品サイエンス

生活創造

【学校計】

諌早農業 農業科学

動物科学

環境創造

農業上木

バイオ園芸

食品科学

生活科学

【学校計】

４０

４０

４０

４０

４。

４０

４。

２８０

３０
５４
４‐
５９
３５
４５
４９
出

・１０

“

１

栂

・５

５

９

３３

0.75

1,35

1,03

1.48

0.38

1.13

1.23

0,90

1.65

0,68

1.23

0.88

1.30

1.28

1.00

1.58

0.93

1.20

0.83

1.45

1,00

0.63

0.40

0.33

北松農業 生物生産

食品流通

生活科学

【学校計】

40

40

40

120

25

16

13

54

-15

-24

-27

-66

0.73

0.40

0.38

0.88

0.43

0.40

西彼農業 ０

０

０

４

４

８

28

15

43

２

　

５

　

７

１

　

２

　

３

二

　

　

中

0.70

0.38

0.55

0.48

可.03

0.70

食料サイエンス

生活デザイン

【学校計】
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過不足 進学希望倍率
今年度7月

調査時倍率
前年度11月

調査時倍率 備考襴定員 進学希望者数学校名 学科名

17

…9

7

-2

25

17

-1

19

73

1.43

0.78

1.18

0.95

1.63

1.43

0.98

1.48

2.40

0.90

0.83

0.83

2.40

1:90

0.53

1.65

1.43

0.83

1.10

0,75

2.03

1.35

0.63

1.10

機械

機械システム

電気

電子工学

情報技術

建築

工業化学

インテリア

【学校計】

４０

４０

．

４０

４０

４０

４０

４０

４０

３２０

５７

割

４７

３８

６５

５７

３９

田

３９３

長崎工業

４０

４５

３９

３２

５７

６８

２８‐

0

5

-1

-3

17

28

41

1.00

1.13

0.98

0.80

1.43

1,70

2.03

0.80

0,80

0.90

1.53

1.40

1.28

0,90

0,60

1.00

1.55

0.95

佐世保工業 機械

電子機械

電気

電子工学

建築

土木

【学校計】

４０

４０

４０

４０

４０

４０

２４０

0.65

0.30

0.65

0,48

0.70

0,80

0.99

0.63

31

16

34

28

109

-9

-24

-6

-12

-51

0,78

0.40

0,85

0.70

鹿町工業 機械

電気

電子工学

土木技術

【学校計】

４０

４。

４。

４。

‐６０

9

-6
~-13

T10

1.23

0.85

0.68

1.43

0.80

0.70

0.55

0.90

0.93

機械システム

電気電子

建築技術

【学校計】

40

40

40

120

49

34

27

110

島原工業

７８

３９

３７

４９

６６

３９

３‐

３３９

・
２

中
１

・
３

９

２６

・
１

・
９

‐９

0.98

0.98

0.93

1.23

1.65

0。98

0.78

1.00

1.30

0.65

1.15

2.00

0.60

0.63

Oi90

1.38

0.63

0.73

1.23

0.70

0.95

機械

機械システム

電気

電子工学

建築

建設工業

化学工学

【学校計】

８。

４０

４０

４０

４０

４０

４０

３２０

大村工業

0:68

1.09

0.93

0.66

1.18

1.28

0,84

1.40

0.80

８０

８０

４０

２００

54

87

37

178

・
２６

７

・
３

・
２２

佐世保商業 会計ビジネス

情報マーケテイング

国際コミュニケーション

【学校計】

21

43

44

108

-19

3

4

-12

0.53

1.08

1.10

0.83

0,93

1,13

0.73

0.75

0.90

商業

情報処理

家政

【学校計】

40

40

40

120

島原商業

1.09

1.50

0.73

‐４２

４６

４３

２３‐

・
‐８

６

３

・
９

0.89

1.15

1,08

0.83

1,78〔

0.73.

商業

情報

国際コミュニケーション

【学校計】

‐６０

４０

４０

２４０

諌早商業

令和5年度 公立高等学校進学希望状況調査 (第2回 )の結果について(調査日:令和4年 11月 1日 )

公 立 日 所管 :長崎県教育庁総務課
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令和5年度 公立高等学校進学希望状況調査 (第2回 )の結果について(調査日:令和4年 11月 1日 )

所管 :長崎県教育庁総務課

離島留学への進学希望者数(再掲)

(備考)

O調査対象 :長崎県内中学校及び特別支援学校中学部の3年生
O学科内コースは外数表示

学校名 学科名 定員 進学希望者敷 過不足 進学希望倍率
今年度7月

調査時倍率
前年度11月

調査時倍率 備考欄

壱岐商業 商業

情報処理

【学校計】

80

40

120

６

　

９

　

５

３

　

２

　

６

-44

-11

-55

0,45

0,73

０
・
４３

０
・
５８
　
・

０
・
３３

‐
，
０８

　

・

長崎鶴洋 水産

総合

【学校計】

80

80

160

39

41

80

１

９

０

４

３

８

一
　

二

0.49

0.51

0.50

0.54

０
・
５４

０
・
６〇

　

一

長崎明誠 総合 160 156 -4 0。98 0.84 0.76

佐世保東翔 総合 120 司01 -19 0.84 1.20 0,89

大村城南 総合
‐
 160 126 -34 0,79 0.88 0,98

平戸 総合 40 28 -12 0.70 0,53 0.65

五島海陽 総合 80 77 -3 0.96 1.00 1.10

島原翔南 総合 80 26 -54 0.33 0。24 0.31

清峰 総合 160 174 14 1.09 1.20 1.06

長崎商業 総合ビジネス

総合ビジネス
(スポーッビジネスコース)

情報

【学校計】

‐６０

　

　

４０

　

４０

　

２４０

２４２

　

　

２８

　

３５

　

３０５

８２

　

　

　

・
‐２

　

　

・
５

　

６５

1.51

0.70

0.88

1.30

1.08

1.90

市立高校
学科新設

コース新設

学科新設

学校名 学科ロコース名 進学希望者数
今年度7月

希望者数
前年度刊刊月
希望者数

対馬 国際文化交流 12 12 14

壱岐 東アジア歴史・中国語 2 2 6

五島 スポーツ 4 11 9

五島南 夢トライ 3 1 7

奈留 イングリッシュ・アイランド・スクール 1 0 3
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令和5年度 公立高等学校進学希望状況調査 (第2回 )の結果について(調査日:令和4年 11月 1日 )

(公立定時制高等学校昼間部) 所管 :長崎県教育庁総務課

学校名 学科名 定員 進学希望者数 過不足 進学希望倍率
今年度7月

調査時倍率
前年度1刊 月
調査時倍率 備考襴

鳴滝 普通 40 27 -13 0.68 0.60 0173 昼間部

佐世保中央 普通 40 33 -7 0.83 0.98 0。93 昼間部

(公立定時制高等学校夜問部、公立通信制高等学校)

学校名 学科名 定員 進学希望者数 過不足 進学希望倍率
今年度7月

調査時倍率
前年度11月
調査時倍率 備考桐

鳴滝 普通

商業

【学校計】

40

40

80

6

0

6

-34

-40

-74

0.15

0.00

0.10

0.00

0,18

0,00

鳴滝 普通 300 39 -261 0.13 0.07 0.11 通信制

佐世保中央 普通

普通(エンカレッジコース)

商業(エンカレッジコース)

【学校計】

40

40

40

120

11

32

2

45

-29

-8

-38

-75

0。28

0.80

0.05

0.23

0.33

0.08

0.55

0.45

0.10

佐世保中央 普通 300 34 -266 0.11 0.11 0.10 通信制

島原 普通 40 3 -37 0.08 0.03 0.03

諫早 普通 40 4 -36 0,10 0.13 0.10

大村 普通 40 4 -36 0.10 0.08 0.13

五島 普通 40 5 -35 0.13 0.03 0,10

長崎工業 建築

工業技術

【学校計】

40

40

80

2

9

11

-38

-31

-69

0,05

0.23

0.08

0.13

0.08

0.08

佐世保工業 工業技術 40 5 -35 0.13 0.03 0.05
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件  名
令和 5年度公立小 i中学校管理職員選考試験の結果について

概  要 1 試験日程

第 1次試験

第 2次試験

期 日 令和4年 7月 30日 (土 )

会 場 長崎県教育センター

方 法 校長 :論文

教頭 :筆記試験、論文

期 間 令和4年 10月 3日 (月 )～ 11月 8日 (火 )

会 場 長崎県庁行政棟

方 法 校長 :面接

教頭 :面接

2 選考試験結果 (前年度比較)

※ (  )は女性で内数

3 名簿登載及び通知

各市町教育委員会あて

本人あて

令和 4年 11月 30日 (水 )

令和 4年 12月  単日:(木 )

令和 5年度 令和 4年度

受験者数 登載者数 倍  率 受験者数 登載者数 倍 率

校

長
256(22) 77(12) 3.3 251(19) 83(12) 3.0

教

頭
169(29) 103(21) 1.6 223(32) 85(21) 2.6

報 告 事 項 (3)
義 務 教 育 課
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報 告 事 項 (4)
義 務 教 育 誕

件  名
研停履歴を活用した対話に基づく受講奨励について

概  要
1.目 的

研修履歴を活用した管理職との対話を通じて、教員が自らの研修ニー

ズと、自分の強みや弱み、今後伸ばすべき力や学校で果たすべき役割など

を踏まえながら、必要な学びを主体的に行つていくようにする。

2.実施の背景

OR3.11.15中 教審 審議まとめ

「令和の日本型学校教育」を担 う新たな教師の学びの姿の実現に向けて

OR4.7.1施行 教育公務員特例法の一部改正 (研修記録の規定はR5.4.1)

※公立学校等の校長及び任命権者等による研修に関する記録の作成

並びに資質の向上に関する規定を整備。

本改正と同時に免許法改正 (免許更新制度の廃止)。

3.実施にあたつての考え方

○研修履歴の作成及び指導助言を過重な業務負担としないよう配慮する。

①新たな人事評価制度における面談の充実を図るために研修履歴を活用

する。

41実施時期 日内容

○令和 5年度より研修履歴を電子ファイルに記録。

令和 6年度からは、国が構築したシステムを活用する予定

○令和 6年度の当初面談から研修履歴を業績評価票に添えて提出

○教員は、資質・能力の向上に向けた今後の研修希望を指導助言者に伝

える1指導助言者は、教員の目標や課題を踏まえ、資質 。能力の向上

に向けた研修の在 り方について助言を行う。 】

5.別添資料

○研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励に関する手引き (案 )
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研修履歴を活用した封話に基づく

受講奨励に関する手引き

令和 4年 12月 (第 1版 )

長崎県教育委員会 ,
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1 はじめに

本手引きは、令和 4年 8月 に文部科学省が示した「研修履歴を活用した対話に基づく

受講奨励に関するガイ ドライン」に基づき、長崎県の公立学校において、研修履歴を活

用して、校長等が各校の教師に対して、対話による資質向上に関する指導助言等を行う

ための考え方や方法等についてのポイントを示したものである。

教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律 (令和 4年法律第 40号)

により、教育委員会による教師の研修履歴の記録の作成と当該履歴を活用した資質向

上に関する指導助言等の仕組みが、令和 5年 4月 1日 から施行されることとなつた。

また、中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会の審議

では、「主体的な教師の学び」、「個別最適な教師の学び」、「協働的な教師の学び」とい

つた「新たな教師の学びの姿」が示された。この中では、学校管理職等と教師との積極

的な対話に基づく、一人二人に応じた研修等の奨励などを通じた教師の資質向上のた

めの環境づくりの重要性が指摘されている。

各学校においては、「長崎県 教員等としての資質の向上に関する指標」を踏まえ、

研修履歴を活用した学校管理職等との対話を通じて、一人一人のキャリアや経験に応

じながら、教師の主体的な学びを促していくことが求められる。

2 研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励に関する基本的考え方

O研修履歴の記録は、指標や教員研修計画を踏まえて行 う教育公務員特例法第 22条

の 6の規定による対話に基づく受講奨励において活用されることが基本である。そ

の中で各教師が学びの成果を振り返つたり、自らの成長実感を得たりすることが一

層可能になると考えられる。また、これまで受けてきた研修履歴が可視化されるこ

とにより、無意識のうちに蓄積されてきた自らの学びを客観視した上で、さらに伸

ばしていきたい分野 。領域や新たに能力開発をしたい分野・領域を見出すことがで

き、主体的。自律的な目標設定やこれに基づくキャリア形成につながることが期待

される。

O対話に基づく受講奨励は、教師と学校管理職とが対話を繰り返す中で、教師が自ら

の研修ユーズと、自分の強みや弱み、今後伸ばすべき力や学校で果たすべき役割な

どを踏まえながら、必要な学びを主体的に行つていくことが基本て'あ る。「新たな

教師の学びの姿」が、変化の激しい時代にあつて、教師が探究心を持ちつつ、自律

的に学ぶこと、主体的に学びをマネジメントしていくことが前提であることを踏ま

え、対話に基づく受講奨励は、教師の意欲・主体性と調和したものとなるよう、当
,   1         1

該教師の意向を十分にくみ取つて行 うことが望まれる。 f
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O研修履歴を活用して対話に基づく受講奨励を行 うことにより、

・教師が今後どの分野の学びを深めるべきか、

・学校で果たすべき役割に応じてどのような学びが必要か、

等について、学校管理職による効果的な指導助言等が可能となるとともに、個々の

教師の強みや専門性を把握した上で校務分掌を決定するなど効果的な学校運営を

行 うことも可能になると考えられる。

3 研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励の内容・方法等

(1)対象となる教師の範囲

(法律上の対象範囲)

O教育公務員特例法第 22条の 5の規定による研修履歴の記録及び同法第 22条の

6の規定にィよる対話に基づく受講奨励の対象となる「公立の小学校等の校長及

び教員」の範囲は以下のとおりである。

①「公立の小学校等」とは、公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、

中等教育学校、特別支援学校、幼稚園及び幼保連携型認定こども同である。

②「校長及び教員」とは、校長 (園長を含む。)、 副校長 (副園長を含む。)、 教

頭、主幹教諭 (幼保連携型認定こども園の主幹養護教諭及び主幹栄養教諭を

含む。)、 指導教諭、教論、助教論、養護教論、養護助教諭、栄養教諭、主幹保

育教論、指導保育教諭、保育教諭、助保育教諭及び講師 (教育公務員特例法施

行令 (昭和 24年政令第 6号)第 2条に規定する臨時的に任用された者等を除

く。)である。

(臨時的任用教員等の扱い)     
｀

O臨時的任用教員等は、法律に基づく研修履歴の記録及び対話に基づく受講奨励の

対象ではない。ただし、校長の判断により、人事評価の面談等の場を活用して、

対話に基づく受講奨励を行 うことは可能である。

(2)研修履歴の記録の目的

(基本的考え方)

O研修履歴の記録は、対話に基づく受講奨励の際に当該記録を活用することによ

り、教師が自らの学びを振 り返るとともに、学校管理職等が研修の奨励を含む適

切な指導助言を行 うことにより、効果的かつ主体的な資質向上・能力開発に資す

ることを目的としている。
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(個人情報の適正な取扱いの観点からの利用目的の明確化)

O校長等の学校管理職において、研修履歴の記録も踏まえつつ校務運営に関する

情報を総合的に考慮した上で、各教師の強みや適性等を生かした校務分掌の整

備・決定などを行 うことも考えられる。なお、研修履歴を含む個人情報を本人

から直接書面 (電磁的記録を含む。)によつて取得する際には、原則として、本

人に対する利用目的の明示が必要である点にも留意する。

(3)研修履歴の記録の範囲

(必須記録 )

O任命権者及び服務監督権者が実施する研修

O任命権者が開設 した免許法認定講習及び認定通信教育による単位の修得

O大学院修学休業により履修 した大学院の課程等

○外部機関等への交流研修

O教職員支援機構が実施する研修

O国の機関、県及び市町教育委員会による研究指定校における研修 (主担当者)

※研修 と称されるものであつても事実上の情報提供や説明会に留まるものは

記録の対象としない。

(任意記録 )

O教師が申告する自主的な研修

(4)研修履歴の記録の内容

O研修名、研修内容、主催者、受講年度.時期・期間、教員育成指標 との関連、

特記事項等を記録する。

※今後、国が構築するシステムとの整合性を図る。

(5)記録の方法

O令和 5年度については、任命権者が提供する電子ファイル (エクセルシー ト等)

に記録する。

O令和 6年度以降については、国の「受講管理システム」へ前年度のデータを移

行 し、システムで管理する。

(6)研修履歴の記録の時期

O原則、研修の受講終了の都度、各教員が記録する。ただし、令和 6年度以降、

国のシステムを活用する際は、一部の情報が自動的に記録されることも想定

される。
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(7)研修履歴の記録の関覧・提供

○任命権者は、教師と学校管理職が行 う対話に基づく受講奨励において活用す

i るために、研修履歴の記録を当該教師及び学校管理職に提供する。

O個人情報の管理に留意した上で、任命権者、服務監督権者、学校管理職、教師

が研修履歴の記録を共有する心

(8)対話に基づく受講奨励の方法・時期

①学校管理職以外の教師への対話に基づく受講奨励

○指標や教員研修計画を踏まえつつ、研修履歴を活用して行 う対話に基づく受

講奨励は、法律上、指導助言者である教育委員会が行 うこととされているが、

実際上は、その直接の指揮監督に服し、所属職員の日常の服務監督を行 う校長

が行 う。ただし、校長からの道切な権限の委任の下で、副校長や教頭、部主事

が指導助言等を行 うことも可能とする。

O研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励に当たっては、人事評価に関わる

当初面談時に実施すると

O当初面談の場においては、

学校管理職等は、①指標 。教員研修計画や教師個人の職責、経験、道性に照ら

した人材育成、②学校が目指す教育を進めるために必要な専門性・能力の確保

などの観点から行 う、過去の研修履歴を活用した研修受講の奨励 (情報提供や

指導助言)を行う。教師は、①自らの専門性を高めるために主体的な学びをマ

ネジメントしたり、②学校を支える力を獲得・強化する観点から自らの職能開

発のニーパも踏まえた目標設定を行つたりする。

Oこ のほか、研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励は、①教師の意欲や主体性

の尊重、②学校組織としての総合的な機能の発揮、③教師個人の人材育成の観点

など、これらが調和した効果的な職能開発を行 うためのプロセスであることか

ら、当初面談のほか、様々な機会をとらえて対話に基づく受講奨励を行 うことが

望ましい。

②校長等の学校管理職への対話に基づく受講奨励

O校長については、服務監督権者である教育委員会等が、研修履歴を活用した対話

に基づく受講奨励の主体となる。実際には、教育長や教育委員会事務局職員等が

受講奨励の主体となり、人事評価における当初面談の場を活用した教育長等に

よる受講奨励を実施する。校長への封話に基づく受講奨励に当たっては、一般の

教師と同じく、指標や教員研修計画を踏まえつつ、研修腰歴を活用することとな

るが、校長職に採用される前の副校長・教頭職にあらたときの研修履歴なども考

慮した上で、校長としての資質向上を図ることが望ましい。
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4 その他研修に関して指導助言等をする上で配慮すべきこと

(1)「研修受講に課題のある」教師今の対応

○一人一人の教師が、自らの専門性を高め、誇りをもつて主体的に研修を行 うため

には、教師の意欲と主体性を尊重することが重要である。研修履歴を活用した対

話に基づく受講奨励の仕組みにおいてもヽこの考え方は同様であり、教師と学校

管理職等とがこれまでの研修履歴を活用しながら対話を行い、それを踏まえた研

修の実施や受講の奨励を行 うことが基本である。その上で、期待される水準の研

修を受けているとは到底認められない場合には、職務命令 (学校管理職等から出

す研修受講命令)を通じて研修を受講させる必要もある。

(2)人事評価との関連

○地方公務員法の規定により行われる人事評価に関しては、校長等の管理職が、日

常の職務行動の観察を通 じて得 られた情報などを総合的に踏まえつつ、面談等の

機会に各教師が発揮 した能力や挙げた業績を確認 した上で、評価が実施されるも

のであり、研修履歴や研修量の多寡そのものが人事評価に直接反映されるもので

はない。一方研修を行つた結果 として各教師が発揮 した能力や挙げた業績につい

ては、人事評価の対象 となる。

5  終
'bり

1こ

研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励の意義は、研修の管理を強化するも

のではなく、教師と学校管理職とが、研修履歴を活用して対話を繰り返す中で、教

師が自らの研修ニーズと、自分の強みや弱み、今後伸ばすべき力や学校で果たす役

割などを踏まえながら、必要な学びを主体的に行つていくことにある。このため、

指標や教員研修計画とも相快つて、適切な現状把握と主体的・自律的な目標設定の

下で、新たな学びに向かうための「手段」として研修履歴を活用することが重要で

ある。                        '
多様な専門性を有する質の高い教職員集団の構築に向け、多様な内容・スタイル

の学びが重要視されていく中で、この研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励

の仕組みを、教師が自らの強みや得意分野の再認識と自信につなげ、学び続け、成

長するための「次なる学びのエンジン」としていくことが期待される。
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